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  後藤田正純知事に対する問責決議 
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後藤田正純知事に対する問責決議 

 

 徳島県知事は、県政の最高責任者として、高い倫理観と慎重な言動を持ち、県

民、自治体、関係団体及び県議会に対し、十分な説明責任を果たすことが求めら

れる。しかしながら、近年の県政運営を巡っては、知事の言動や行政の意思決定

の在り方について、様々な疑問や指摘が相次いでいる。 

とりわけ、県民や自治体との関係においては、知事の発言が誤解や不信を招く

事態が生じており、地域の連携と協調を図るべき立場として、自らの発言の影響

を認識し、慎重な言動が求められる。また、県が関与する団体の運営や事業執行

に当たっては、意思決定過程や手続の適正性、経費の妥当性など、明確な根拠と

公平な判断に基づき、その経緯や理由を客観的に検証できる透明性が確保される

べきである。 

これらは単なる個別の事案にとどまらず、知事の言動、県政運営及び関係団体

との関わり方において、説明責任、透明性、公平性、適正な手続がいかに確保さ

れているかという、県政の基本姿勢に関わる重大な問題である。 

このことは、これまでも県議会において、本会議質問や２年前の問責決議提出

の動きなど、度々指摘を重ねてきたところであるが、今もって改善が見られない。 

こうした知事の一連の対応は、県民・自治体・団体・県議会との信頼関係を損

ない、県政の最高責任者として看過できない状況に至っている。 

よって、県議会は、知事に対し、一連の指摘を真摯に受け止め、県民との信頼

関係の確保に向け、十分な説明と必要な検証を尽くすとともに、行政運営の透明

性、公平性及び適正手続の徹底を強く求め、ここに問責する。 

 以上、決議する。 

 

   令和  年  月  日 

 

                      徳 島 県 議 会    

 

 

 

 


